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こどもスポーツ
応援宣言!

会員募集!!
～元気いっぱい体を動かそう!～
学校の体育館で放課後運動教室を開催しています

（公財）長岡市スポーツ協会

参加者に聞いてみた！参加者に聞いてみた！

【 お問い合わせ・お申し込み 】
（公財）長岡市スポーツ協会
〒940-0084 長岡市幸町2-1-1（さいわいプラザ2階）
TEL 0258-34-2130   FAX 0258-34-2170

保護者の声

何か習いごとをさせたいなと思い、２年生から『なかのん
キッズ』を始めました。息子自身、それほど運動に興味が
あるタイプではないのですが、スポーツクラブでダンス
に取り組んだり、「今日はこんな競技でね、難しいんだよ」
と家に帰ってから話してくれます。
ボッチャなど、私たちも知らない種目にふれたり、こども
の視野を広げていただき感謝しています。

保護者の声

見慣れない所での習いごとは、こどもも緊張しますが、普
段通っている学校の体育館なので、のびのびと体を動か
せていると思います。学年関係なく体を動かすことで、心
と体が成長できている気がします。コーチがこども目線
で一緒に運動をしてくれていることや、運動が苦手な子
にも話かけてくれたりと、温かいクラブの雰囲気に魅力
を感じます。

こちらからも
体験申込
いただけます

Q1 どんな人が教えてくれるの？
長岡市スポーツ協会の公認指導者が担当します。色々
なスポーツ種目に携わってきた指導者が、身体を動か
す“楽しさ”をお伝えします。

Q4 料金はどれくらい？
１年を３期もしくは２期に分け、期ごとに料金を徴収し
ます。１回あたり500円計算で、クラブごとに参加料を
設定しています。

Q2 どんなスポーツをやるの？
全てのスポーツに通じる基礎部分(走る・跳ぶ・投げる
など)の運動をメインに行います。特定の種目にこだわ
らず、様々な用具を使った運動遊び、スポーツ体験を行
います。

Q3 どれくらいの人数が参加しているの？
現在、長岡市内36の小学校で約1,000人の小学生が
参加しています。

Q5 怪我した場合は？
活動内容・環境には細心の注意を払い、こどもたちの安
全を第一に考えた指導を心がけております。万が一の
怪我については、主催者で傷害保険に加入しています。

Q6 何か用意しなければならないものは？
運動できる服装・内履きがあれば大丈夫です。また、夏
場は給水用の飲み物やタオルを必ずご準備ください。

これで解決！Q&A

パラリンピック競技のボッチャを
しました。中心となる白いボールに
自分のチームのボールを近づけていく
スポーツです。力加減がむずかしいな
と思いました。
他にも色々なスポーツが体験できて
楽しいです。

みんなで色々なスポーツをするのが
楽しいです。
特にスポーツ鬼ごっこは、宝をゲット
するのにみんなで話しあったり、作戦を
考えたりするのが楽しいです。
他にも、キンボールという大きな
ボールで遊ぶスポーツも楽しいです。

なかのんキッズ運動教室　
くすみ

久住 
こうた

恒太 さん 越路こどもスポーツクラブ　
　こうた　

古宇田 
みさき
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主な運動プログラム

こどもスポーツクラブとは

運動習慣の定着！

多様な動きづくり多様な動きづくり
全ての運動につながる、身体の器用さやバランス感覚・
リズム感覚を身につけます。脳神経系を刺激する運動
も取り入れ『学ぶ力』の向上も促します！

用具を使った
運動・遊び
用具を使った
運動・遊び
バリエーションに富んだ様々な用具を使いながら、「投げ
る」「捕る」などの基本的な運動能力を身につけます！力
の加減や正確性など『調整力』の向上を促します！

仲間との
交流・ふれあい
仲間との
交流・ふれあい
学年の枠を超えて、たくさんの仲間との交流・ふれあいを
することで、相手を思いやる力や社交性など『コミュニ
ケーション能力』の向上を促します！

いろいろな
ゲーム・鬼ごっこ
いろいろな
ゲーム・鬼ごっこ
ルールのある中でゲーム遊びに取り組みます。時には、自
分たちでルールを考えながら活動をすることで考える力
や表現する力など『創造力』の向上を促します！

運動は、健康にとって第一！
こどもの頃に運動が好きに
なることで、運動習慣の定着
につながり、生涯にわたって
の健康・体力づくりにもつな
がります。

生き抜く力を身につける
仲間と協力運動やもう少しで
できそう！こんなこともでき
たよ！といった時には失敗し
ながらも成功体験を積むこと
で自己効力感を高め、やり抜
く力やコミュニケーション力
など社会で役に立つ能力を
身につけることができます。

生活リズムの向上！
幼少期の生活習慣が生涯の
生活リズムの基礎を作りま
す。思いっきり身体を動かし
て、たくさん食べて、たくさん
寝る。運動することが生活リ
ズムを整えることに密接に
つながります。

なぜ、幼少期の運動が大切か？
～身体の神経系を伸ばす、もっとも大切な時期～
５、６歳頃（プレゴールデンエイジ期）から、人生でもっとも急
激に神経系が発達する時期を迎え、９～１２歳頃（ゴールデン
エイジ期）には、大人とほぼ同じ水準になります。この時期に
運動経験（運動刺激）をたくさん積むことで、身体感覚やバラ
ンス感覚、リズム感覚、反応能力などを伸ばすことができます。
また、遊び感覚で行う運動ほど、効果的に神経回路がつくら
れ、感情コントロールやコミュニケーション能力などの人格形
成にも深く関係していきます。

こどもたちが運動に親しみ、スポーツを通じて成長できる環境づくり目　　的

体を動かす機会を提供し、こどもの運動能力・体力の向上を目指すとともに、スポーツへの興味・関心を高め、
スポーツ好きで意欲あふれる、元気なこどもを増やします！もっとスポーツを楽しみたい、スポーツをやってみ
たいというこどもたち大歓迎！！

事業背景 ライフスタイルの変化（利便性の向上、遊び場の減少)

体力・運動能力の低下、
外遊び・集団遊びの減少

● 運動遊びができる場をつくる
● こどもの可能性を広げる環境づくり
● 体を動かす楽しさを学ぶ

コミュニケーション能力・
社交性・協調性の発達

理解力・
創造力の向上

用具を
使いこなす
能力の向上

体を巧みに動かす
能力の向上

運動遊びはこどもの心と身体の健全な発育を促します！

こどもスポーツクラブに参加するとこんな良いことが！？


